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例会                      例会                         例会                          

本本日日ののププロロググララムム（（55 月月 1111 日日））  

藤川 清 会員「Micro Shaker のお知らせ」 

伊藤 保 会員「音 楽 と 平 和 と 私」 

次次回回ののププロロググララムム（（55 月月 1188 日日））  

地区協議会報告 

第１２２７回 ２０２２年４月２０日 例会記録(フォレストヒルズガーデン) 

点  鐘 熊谷会長 

ロータリーソング「我等の生業」 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉・シニア 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(4/20) 

27 

2 

19 

0 

2 4 

2 

84.00 

 

メイク 澤井・佐々木 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

会 長 時 間 

皆さんこんにちは。早いもの

で、ツバメが到来する季節となり

ました。我が家にもツバメが来

て、巣を造り始めました。私は、

祖父からツバメは大切にするよ

う教えられましたから、あまり気

になりませんが、女房は、家の壁に

巣を造られるのが嫌のようで、ホー

スで水をかけて応戦しています。 

さて、今日は DXについて、お話し

してみたいと思います。小塚荘一郎氏は、「DXとは、

デジタル技術と、それに伴うデータの積極的な活用に

よって、既存の仕組みをデジタルに置き換えるという

だけではなく、制度のあり方や人々の行動を変革して

いくという意味」だと述べています。（商事法務№

2289、P5） 

この DX 化を私の職業である登記登録システムを例に

考えますと、その実現方法には、大きく分けて 2通り

があるように思います。 

1つは、登記登録システムを取引システムの一部とし

てとらえた場合。 

これは、上位概念である取引の DX 化が、その一部で

ある登記登録システムの DX 化を求めるというもの

で、この時は①登記登録法制の規制を少なくして、大

枠だけ定めるものとする（システムで処理するため、

結果さえ正しければ中身はブラックボックスで良

い。）、②人の関与を出来るだけ排除する、③システム

構築・運用は取引の態様に合わせて柔軟にアップデー 



トできるよう民間委託する、④システムの稼働は、世

界が２４時間取引しているので、３６５日２４時間と

する、等となります。 

もう 1つは、登記登録システム独自の DX化です。 

この時は他システムとの連動は最小限となりますの

で、①登記登録が一つの法体系を成すためその法律は

きめ細かいことまで定めた規制の多いものになる、②

人の関与が前提になる、③法により人と人、人と機械

の手続きを細かく定めるため、システム構築・運用を

民間委託するわけにはいかない、④よって、２４時間

稼働などとてもできない、等となります。 

今、行政で考えられている DX 化は後者だと思いま

す。しかしながら、世界の大勢が前者の DX化を目指す

のであれば、10年後には大きな差として現れるような

気がします。日本は益々競争力を失うかもしれません。 

（加筆：前者導入の国の人は、取引時間が自国では真

夜中であっても、休日であっても、昼間のアメリカで

自国の自己所有不動産に即時担保設定して融資を受け

て、アメリカで資金調達できますが、日本人は自国で

の担保設定登記申請まで最大２〜３日、登記完了まで

2 週間かかるかもしれません。これでは、日本人が外

国で資金調達する際、外国の銀行から自国物件を担保

に融資が受けられなくなります。） 

本日は、以上です。ありがとうございました。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1126号・4月理事会報告 

卓話資料・会費のお願い(4,5,6月分) 

《回  覧》今後の例会・行事出欠表 

《お知らせ》クールビズ(5月～10月) 

卓 話 時 間 

 

 

 

三好敏之 会員 

 

「印刷について」 

 

印刷業界 

皆様どこも一緒だと思いますが、新型コロナウィル

スの影響でイベントも中止になり、観光業や飲食店な

ども経済活動が停滞しているので印刷業界も売上が減

り、県内でもかなり廃業・倒産の会社が出ています。 

 追い打ちをかけるように、4月から印刷用紙が値上げ

をしており、全ての印刷資材が 15％～20％値上げとな

り、さらに厳しさが増しています。また、デジタル化

が進み紙離れが続き、印刷物が大きく減少されるとい

う事が予測されます。純粋な印刷物だけを見れば印刷

業界の今後はさらに厳しいものとなるという風に全く

良いことがありません。 

今後の印刷業界を見通す重要な事は、今後減少する

であろう印刷業を、いかに非印刷業でカバーするかと

いう事だと思いますが、印刷業界全体で 95％以上が、

従業員が 50人もしくは 30人以下の零細企業の会社

で、業態を変える事はかなり難しい事で、今後かなり

淘汰されていくのではと思われているので、あまり明

るい兆しは見えません。 

三好印刷(株)制作業務 

吉本興業が創業 110年といわれていますが、三好印

刷も今年 110年を迎えます。吉本興業に比べると唯々

古い小さな会社ですが、何かしようという事で 110年

のロゴを新しく作り、いろんな事に挑戦しようと考え

ています。    事 例 紹 介 

・抗菌印刷 

・サニーカラーインク(紫外線に反応するインク) 

・デザイン・印刷 

(紙袋・バナー・プラスチックカード・のぼり 

 看板・ダイブテーブル・社旗・クオカード…) 

・野外ディスプレイ用デジタルサイネージ 

 (動画撮影・編集・設置) 

・教育用 DVD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社内報紹介 

毎月若いスタッフが、制作事例・自分たちの趣味・

思ったことを書いていますので、目を通してやって

みてください。 

 

 



偽造防止の最高の技術をしている日本紙幣の紹介 

世界の偽造されにくい紙幣ランキング 

1位 スイス  2位 日本  3位 カナダ 

日本のお札は、技術大国である日本らしく様々な偽造

防止のための技術が使われています。一番有名なのは、

お札中央の「透かし」ですが、他にも、肖像画の顔や

「日本銀行券」といった文字、額面はすべて非常に細

い線や点で描かれているので、カラーコピー機などで

は際限が不可能。また、拡大鏡を使っても見えづらい

ほどの小さな「NIPPON GINKO」という文字があちこち

に散りばめられていたり、紫外線を当てると表の印章

部分や「NIPPON」の文字だけが光る特殊発光インキな

ども使われています。 

日本紙幣 

サイズ：76×160mm 

発行開始日：平成 16（2004）年 11月 1日㎡  

 

 

偽造防止技術の詳細 

(1)すかし 日本銀行券（E一万円券）の場合 

・すき入れ…光に透かすと、肖像などの 図柄が見え 

ます。 

現行の日本銀行券には、偽造防 止策の１つとして 

「すかし」が施されています。「すかし」は、紙 の厚 

さを部分的に薄くする「白すかし」と、逆に部分的 

に厚くする「黒すかし」があり、日本銀行券には、 

この両者を組み合わせた精巧な「白黒すかし」が使 

われています。手抄き和紙の伝統技術に支えられた 

わが国のすき入れ技術は、濃淡の差が 

シャープで立体感があり、世界ナ ン 

バーワンと言われています。 

 

(2)超細密画線  

・微細点…転写等による偽造を防

ぐため、微細な穴加工を行って

います。 

・微細線…転写等による偽造を防

ぐため、微細な線模様を施しています。 

 

(4)ホログラム  

角度を変えると画像の色や模様が変化して見えます。 

     

 

 

 

（桜の模様）    （額面金額） 

 

（日本銀行の「日」の文字を               

図案化したマーク） 

 

 

(5)すき入れバーパターン  

光に透かすと、すき入れられた 3本の縦棒が見えま

す。従来のすかしよりも、 パソコンやカラーコピ

ー機等で再現しにくいものです。 

一万円札に 3本、五千円札に 2本、千円札に 1本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)潜像模様 

お札を傾けると、表面左下に「10000」の文字が、

裏面右上に「NIPPON」の文字が浮び上がります。 

 

 

 

 

(表面)                    (裏面) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)パールインキ  

お札を傾けると、左右の余白部にピンク色を帯びた 

パール光沢のある半透明な模様が浮び上がります。 

 
(8)マイクロ文字  

カラーコピー機では再現が困難な微小な文字で、

「NIPPON GINKO」と書かれた文字が印刷されています。 

 従来の文字よりも小さい文字を取り入れている他、

新たに地紋（細かい曲線などで描かれたお札の地模

様）にも大小取り混ぜた文字がデザインされていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9)特殊発光インキ  

表の印章（日本銀行総裁印）に紫外線をあてるとオ 

レンジ色に光るほか、地紋の一部が黄緑色に発光し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

(10)深凹版印刷 お札を触って判別できる技術です。 

お札の肖像部分などの主な図柄は、凹版印刷という

印刷方式が使われています。 

料額や日本銀行券という文字には、特にインキを高

く盛り上げる「深凹版印刷」が使われ、触るとざら

ざらした感じがあります。従来のお札よりもインキ

が表面に盛り上がるように印刷されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11)識別マーク（深凹版印刷）  

お札を触って判別できる技術です。 

目の不自由な方が指で触って識別できるように、従

来の「すかし」に代えて一層ざらつきのある「深凹

版印刷」によるマークを導入しています。 

 

 

 

 

 

そ の 他  

こうした人が簡単に偽造券を発見できる技術のほか 

にも、コピー機やスキャナ等を使った偽造券の作成 

を困難にする技術、機械読み取りを狙った偽造に対 

し有効な技術など、お札にはたくさんの偽造防止技 

 術が盛り込まれています。そして、万が一偽造され 

たとしても、それが必ず偽造券であることをつきと 

めることができるようになっています。 こうした技 

術は、機械処理における真偽判別の手段としても重 

要で、現金取扱機器の多い日本の流通環境を支えて 

います。たまに、持っているお札を眺めてみるのも 

面白いかもしれませんね。 


